
都市再生整備計画(第4回変更) （概要）
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※　この内容は、平成２０年２月現在のものです。



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 ６３．３ ha

平成 １６ 年度　～ 平成 ２０ 年度 平成 １６ 年度　～ 平成 年度

目標

目標１

目標２

目標３

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 Ｈ15 Ｈ20

ｈａ Ｈ15 Ｈ20

％ Ｈ15 Ｈ20

箇所 Ｈ15 Ｈ20

　地域の交流拠点として、人が集い触れ合う場の創出を図る。

　商業業務系を核とする高次な都市活動の場の形成を図る。

　便利で快適な住環境の整備を図る。

100.0

公園等整備箇所 地区内の公園等整備箇所数 快適な生活交流拠点形成の熟度を示す指標 2 8

道路整備率 地区内道路の計画延長に対する整備延長の割合 都市形成の骨格となる道路整備の熟度を示す指標 27.1

1,300

商業・業務施設床面積 地区内の商業・業務施設の延べ床面積 新たな都市拠点形成の熟度を示す指標 0.5 5.0

居住人口 地区内に居住する人数 良好な居住空間形成の熟度を示す指標 600

・当地区は、JR東海道本線稲沢駅に近接し、名古屋駅まで約１０分、名神高速道路一宮I.Cまで約２㎞、東名阪自動車道清洲東I.Cまで約５㎞と、大変恵まれた交通立地条件にある。しかし、長年にわたり東海道本線及び広大な稲沢操車場により東西交
通が分断されてきた。その結果、道路・公園等の都市基盤整備も遅れていたが、昭和６２年の国鉄改革を契機に発生した操車場跡地(約２８ha)の遊休地を活用し、尾張西部地域における新たな都市拠点を目指す開発に着手した。この開発計画は、「稲沢
駅周辺総合整備計画策定調査委員会」、「稲沢駅周辺まちづくり委員会」等を学識委員等で構成し検討を行い、策定してきた。
・この開発の骨格となる土地区画整理事業は、平成９年に下津陸田地区(市施行)及び尾張西部都市拠点地区(都市再生機構施行)の事業認可を得て進めてきた。
・稲沢駅橋上化及び稲沢駅東西自由通路整備も併行的に進め平成１２年に供用開始され、さらに、平成１５年には地区の顔となる稲沢駅東口駅前広場や街区公園も供用開始された。
・関連事業として都市計画道路、公園、下水道等の整備事業にも取り組んでいる。
・地域再生計画においては、「新しい尾張西部の拠点として地域経済の活性化と雇用の創出を目指す」ものとされている。

・昨今の地価下落に伴い、土地区画整理事業の主要な資金源である保留地処分金の減収など、事業に若干の遅れが生じてきている。このことが企業等の進出意欲に影響をもたらすなど開発全体の遅れにつながっている。
・一方では、権利者の土地活用や周辺住民の開発への期待感は増してきている。これらに応えるべく、基盤整備の進捗を図ることで商業・業務等施設の立地を促進させるなど早期開発が望まれているところである。
・また、地域のコミュニケーションの場として、街区公園等、人々が集まる公共施設の早期整備が必要となってきている。さらには、近年、住民の声を取り入れた、魅力ある、まちづくりのために、そのニーズに応えるべき方策が求められている。
・なお、この開発は、旧まちづくり総合支援事業等の財政的支援を受けて進めてきたが、今後なお一層の支援を必要としている。

　幹線道路をはじめとする都市基盤を整備すると共に、多目的広場・公園整備など、人が集い触れ合う場の創出や、大規模商業施設等の誘致を図り、尾張西部地域の新たな都市拠点にふさわしい、にぎやかで活力溢れるまちづくりを
めざす。また、市民生活の視点からも、住民の声も取り入れながら、便利で快適な住環境の整備を図る。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

・この開発の上位計画による位置付けは次のとおり。
　① 『中部圏基本開発整備計画』 …「旧国鉄用地を利用した拠点市街地の整備を推進する」
　② 『愛知県２０１０計画』 …「商業、業務、情報等の高次機能の複合的な集積を図る」
　③ 『県都市計画マスタープラン』 …「高度な都市拠点として、複合的な都市機能の集積を図る」
　④ 『第４次稲沢市総合計画』 …「JR稲沢駅を中心とする新たな都市拠点の形成を図る」
　⑤ 『市都市計画マスタープラン』 …「早期に整備することが必要な重点整備地区」と位置付けられている。

計画期間 交付期間 ２０

大目標　：　尾張西部地域における新たな都市拠点の形成

都道府県名 愛知県 稲沢
いなざわ

市
し

　　　　　稲沢駅周辺地区
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都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

整備方針３（快適な住環境の形成）
・道路、公園等整備を行うことにより、便利で快適な住環境を形成する。 ・土地区画整理事業（基幹事業、関連事業／下津陸田地区）

・土地区画整理事業（基幹事業、関連事業／尾張西部都市拠点地区）
・公園事業（基幹事業）
・下水道事業（関連事業）

方針に合致する主要な事業

整備方針１（地域交流拠点の形成）

・幹線道路をはじめとする都市基盤を整備することにより、都市拠点にふさわしい商業・業務施設等の立地を図る。 ・土地区画整理事業（基幹事業、関連事業／下津陸田地区）
・土地区画整理事業（基幹事業、関連事業／尾張西部都市拠点地区）
・都市再生総合整備事業（関連事業／下津長野地区）
・都市再生総合整備事業（関連事業／赤池地区）

・多目的広場、公園整備を行うことにより、人が集い触れ合う場を創出する。
・地域住民のニーズに応えるべく、ワークショップにより一部公園の設計を行う。

・公園事業（基幹事業）
・地域生活基盤施設（基幹事業／多目的広場）
・まちづくり活動推進事業（提案事業／公園設計ワークショップ）

整備方針２（高次都市活動の場の形成）



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）

基幹事業

交付対象

開始年度 終了年度 事業費

稲沢市 ３箇所、6,000㎡ H16 H17 43.0

地域生活基盤施設 稲沢市 － H19 H20 86.5

稲沢市 19.8 ha H16 H20 1,334.0

都市再生機構 43.5 ha H16 H17 605.0

合計 2,068.5 …A

提案事業

交付対象

開始年度 終了年度 事業費

稲沢市 － H16 Ｈ16 1.0

－

合計 1.0 …B

合　計 2,069.5 …Ａ＋B

－

－

事業
細項目

公園設計ワークショップ事業まちづくり活
動推進事業

土地区画整理事業

事業主体事業箇所名

下津陸田地区

－

尾張西部都市拠点地区

交付期間内事業期間
規模

下津陸田地区

事業
細項目

交付期間内事業期間
規模事業主体事業箇所名

公園



（　 人　　） →
（　　ha　　） →
（　　％　　） →

　稲沢駅周辺地区（愛知県稲沢市）　整備方針概要図
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■基幹事業
公園事業

■提案事業
まちづくり活動推進事業
（公園設計ワークショップ）

■基幹事業
土地区画整理事業（下津陸田地区）
■関連事業
下津陸田土地区画整理事業
（黒点線内）

新駅（計画）

■基幹事業
土地区画整理事業（尾張西部都市拠点地区）
■関連事業
尾張西部都市拠点地区土地区画整理事業
（青点線内）

■関連事業
都市再生総合整備事業

３号街区公園
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３号公園

■基幹事業
地域生活基盤施設
（多目的広場）

■関連事業
稲沢市公共下水道事業


	toshiseibi_1
	toshiseibi_2
	toshiseibi_3
	toshiseibi_4
	toshiseibi_5

